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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
超音波撮像装置であって、
被検体に超音波を送信し、前記被検体からの超音波を受信する超音波探触子と、
前記超音波探触子の受信信号から超音波２次元（２Ｄ）画像を生成し、複数回の超音波の
送受信により超音波３次元（３Ｄ）画像を生成する画像生成部と、
前記超音波２Ｄ画像と、前記超音波３Ｄ画像を受け取って処理する画像処理装置と、を備
え、
前記画像処理装置は、
前記超音波３Ｄ画像から前記被検体の特徴部位を推定および識別し、
前記超音波２Ｄ画像と前記超音波３Ｄ画像との位置合わせを行い、
前記超音波２Ｄ画像上に、前記特徴部位の情報を表示する、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項２】
請求項１に記載の超音波撮像装置であって、
前記特徴部位の情報は、前記特徴部位の位置、名称、および前記超音波２Ｄ画像との距離
関係である、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項３】
請求項２に記載の超音波撮像装置であって、
前記画像処理装置は、
前記超音波３Ｄ画像から前記特徴部位の位置、名称を推定および識別する特徴部位位置推
定・識別部を備える、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項４】
請求項３に記載の超音波撮像装置であって、
前記画像処理装置は、
前記超音波２Ｄ画像と前記超音波３Ｄ画像との位置合わせを行う画像位置合わせ部を備え
、
前記画像位置合わせ部は、前記超音波２Ｄ画像に対応する前記超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面
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画像の位置を算出する、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項５】
請求項４に記載の超音波撮像装置であって、
前記超音波２Ｄ画像を表示する画像表示部を備え、
前記画像表示部は、
前記特徴部位の位置と前記２Ｄ断面画像の位置を用いて、前記超音波２Ｄ画像との距離関
係を算出し、前記特徴部位の位置、名称、および前記超音波２Ｄ画像との距離関係を、前
記超音波２Ｄ画像上に表示する、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項６】
請求項５に記載の超音波撮像装置であって、
前記画像表示部は、
前記超音波２Ｄ画像と、前記２Ｄ断面画像とを重畳した画像を表示する、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項７】
請求項４に記載の超音波撮像装置であって、
前記画像位置合わせ部は、
前記超音波３Ｄ画像から前記超音波２Ｄ画像に対応する２Ｄ断面画像の３次元位置の候補
を選択して初期位置として用い、前記超音波２Ｄ画像と前記超音波３Ｄ画像との位置合わ
せを行い、前記超音波２Ｄ画像に対応する前記超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面画像を算出する
、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項８】
請求項４に記載の超音波撮像装置であって、
前記画像処理装置は、
前記超音波３Ｄ画像と、前記超音波３Ｄ画像以外の前記超音波探触子で撮像して得られた
超音波３Ｄ画像とをつなぎ合わせして、第２超音波３Ｄ画像を生成し、
前記超音波２Ｄ画像と前記第２超音波３Ｄ画像との位置合わせを行い、前記超音波２Ｄ画
像に対応する前記第２超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面画像の位置を算出し、
前記特徴部位の位置と前記第２超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面画像の位置を用いて、前記超音
波２Ｄ画像上に前記特徴部位の位置、名称、および距離関係を表示する、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項９】
請求項４に記載の超音波撮像装置であって、
前記画像処理装置は、
前記特徴部位位置推定・識別部で推定および識別された前記特徴部位の位置、名称を修正
する
修正部を更に備える、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項１０】
請求項９に記載の超音波撮像装置であって、
前記修正部は、前記画像位置合わせ部で算出した、前記超音波２Ｄ画像に対応する前記超
音波３Ｄ画像の前記２Ｄ断面画像の位置を修正する、
ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項１１】
請求項１に記載の超音波撮像装置であって、
前記超音波探触子は位置センサを備え、
前記画像生成部は、前記超音波２Ｄ画像と、前記位置センサから得た前記超音波探触子の
位置情報から前記超音波３Ｄ画像を生成する、
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ことを特徴とする超音波撮像装置。
【請求項１２】
画像処理装置であって、
被検体についての超音波３Ｄ画像から前記被検体の特徴部位を推定および識別する特徴部
位推定・識別部と、
前記被検体についての超音波２Ｄ画像と、前記超音波３Ｄ画像との位置合わせを行い、前
記超音波２Ｄ画像に対応する前記超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面画像の位置を算出する画像位
置合わせ部と、を備える、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
請求項１２に記載の画像処理装置であって、
前記超音波３Ｄ画像と、前記超音波３Ｄ画像以外の超音波３Ｄ画像とをつなぎ合わせし、
第２超音波３Ｄ画像を生成する修正部を更に備え、
前記特徴部位推定・識別部は、前記第２超音波３Ｄ画像から前記被検体の特徴部位を推定
および識別し、
前記画像位置合わせ部は、前記超音波２Ｄ画像と前記第２超音波３Ｄ画像との位置合わせ
を行い、前記超音波２Ｄ画像に対応する前記第２超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面画像の位置を
算する、
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１４】
画像処理装置における画像処理方法であって、
前記画像処理装置は、
被検体についての超音波３Ｄ画像から前記被検体の特徴部位を推定および識別し、
前記被検体についての超音波２Ｄ画像と、前記超音波３Ｄ画像との位置合わせを行い、前
記超音波２Ｄ画像に対応する前記超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面画像の位置を算出する、
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１５】
請求項１４に記載の画像処理方法であって、
前記画像処理装置は、
前記超音波３Ｄ画像と、前記超音波３Ｄ画像以外の超音波３Ｄ画像とをつなぎ合わせし、
第２超音波３Ｄ画像を生成し、
前記第２超音波３Ｄ画像から前記被検体の特徴部位を推定および識別し、
前記超音波２Ｄ画像と前記第２超音波３Ｄ画像との位置合わせを行い、前記超音波２Ｄ画
像に対応する前記第２超音波３Ｄ画像の２Ｄ断面画像の位置を算出する、
ことを特徴とする画像処理方法。
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摘要(译)

在A术中超声图像，并自动进行实时显示拍摄对象的解剖特征区域的信
息，准确地指导手术。 超声成像设备，用于从对象接收的超声波来产生
超声波的二维图像发送超声波至受试者，从所述超声波探头的接收信
号，所述多个超声波包括：用于通过发送和接收产生的超声波3D图像的
图像产生器，以及用于处理的超声2D图像和超声波3D图像的图像处理装
置，图像处理仪器用于根据超声3D图像获取单元21获取的超声3D图像估
计和识别对象的特征部分的超声3D图像的特征部位置估计/识别单元22，
超声2D图像和超声超声2D-3D图像对准部分25，用于执行与3D图像的对
准，所获得的特征部分的位置信息和定位结果，图像显示单元26在实时
超声2D图像上显示关于与超声2D图像的距离关系的位置，名称和信息。
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